
　

９
月
21
日
に
市
内
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

（
性
的
少
数
者
）
等
の
多
様
な
価
値
観

を
持
っ
た
市
民
の
方
々
が
集
ま
り
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

主
催
し
た
の
は
市
内
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
作
り
や
啓
蒙
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　

今
回
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
船
橋
市
議
会
の
議
員
連
盟
「
船

橋
市
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
性
の
多
様
性
を
考

え
る
議
員
連
盟
」
に
も
お
知
ら
せ
が

あ
り
、
日
本
共
産
党
だ
け
で
な
く
、

自
由
市
政
会
、
真
政
会
、
み
ら
い

＠
船
橋
に
所
属
の
議
員
も
参
加
を
し

「
パ
ー
ト
ナ
ー
条
例
は
必
要
？
」
な
ど

４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
市
民
の
方

た
ち
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

９
月
９
日
の
台
風
15
号
に
よ
っ
て
、
船

橋
市
内
で
も
「
屋
根
瓦
が
飛
ば
さ
れ
た
」

な
ど
の
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
９
月
24
日
、
今
回
の
台
風
で
被

害
を
受
け
た
県
内
住
宅
に
つ
い
て
、
現
行

制
度
で
は
国
の
支
援
対
象
外
で
あ
る
「
一

部
損
壊
」
を
特
例
的
に
支
援
対
象
と
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
治
体
が

瓦
屋
根
の
補
修
費
を
支
援
す
る
場
合
に
、

国
が
支
援
費
の
９
割
を
負
担
す
る
制
度
で

す
。

　

自
治
体
に
支
援
制
度
が
な
け
れ
ば
対
象

外
と
な
る
た
め
、
船
橋
市
の
動
向
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
は
現
在
制
度
創

設
に
向
け
て
準
備
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

船
橋
市
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震

災
の
際
、
住
宅
等
に
被
害
を
受
け
た
市
民

　

近
年
、
様
々
な
地
方
自
治
体
で

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
の
制
定
な

ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
様
々
な
立

場
の
方
が
多
様
な
意
見
を
出
し
合
い

生
き
生
き
と
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の
う
ち
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
で

は
対
象
外
と
な
る
半
壊
及
び
一
部
損
壊
の

世
帯
に
対
し
、
被
災
者
住
宅
補
修
等
助
成

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
住

宅
の
地
盤
復
旧
工
事
、
基
礎
の
修
復
工

事
、
屋
根
や
壁
・
給
排
水
管
な
ど
様
々
な

箇
所
の
補
修
工
事
に
対
し
、
50
万
円
を
限

度
に
費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
回
の
台
風
災
害
に
つ
い
て
も
同
様
の

制
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
市
内
の
農
家
で
も
、
「
野
菜
が

全
滅
」
「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
吹
き
飛
ば

さ
れ
た
」
「
小
屋
の
ト
タ
ン
が
剥
が
れ
た
」

な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

農
業
被
害
額
は
市
経
済
部
に
よ
る
と
、

野
菜
が
約
１
２
３
７
万
円
、
施
設
・
ハ
ウ

ス
が
約
８
１
７
８
万
円
、
梨
は
約
６
７
７

０
万
円
だ
と
言
い
ま
す
（
10
月
３
日
現

在
）
。

　

政
府
は
９
月
30
日
、
農
業
被
害
へ
の
支

援
対
策
の
内
容
を
固
め
、
ハ
ウ
ス
や
農
機

　

船
橋
市
が
進
め
る
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
の
中
で
、
身
体
障
害
者
福

祉
作
業
所
「
太
陽
」
が
指
定
管
理
者

制
度
導
入
（
民
間
委
託
）
の
検
討
を

継
続
す
る
施
設
と
し
て
上
が
っ
て
い

ま
す
。
先
日
「
太
陽
」
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

「
太
陽
」
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な

い
市
が
直
営
す
る
身
体
障
害
者
の
福

祉
作
業
所
で
す
。
肢
体
不
自
由
と
知

ま
し
た
が
、
大
切
な
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
違
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し

て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
方
々
が
オ
ー
プ
ン
に
議
論
が

で
き
る
場
所
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

団
体
は
２
ヶ
月
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
企
画
し
て
い

く
と
の
事
で
す
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解

が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

的
障
害
を
併
せ
持
つ
重
度
心
身
障
害

の
あ
る
、
現
在
は
15
歳
か
ら
50
代
ま

で
、
常
時
25
名
か
ら
40
名
程
度
の
方

が
利
用
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

の
発
達
段
階
と
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、

自
活
に
必
要
な
訓
練
お
よ
び
生
活
指

導
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
大
変
生
き

生
き
と
し
た
表
情
で
作
業
を
し
、
職

員
の
み
な
さ
ん
も
笑
顔
で
働
い
て
い

る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
で
民
間

に
任
せ
れ
ば
、
利
益
を
上
げ
る
た
め

に
人
件
費
を
抑
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

そ
う
な
れ
ば
現
在
は
、
ほ
ぼ
１
対
１

で
食
事
な
ど
、
職
員
と
利
用
者
が
向

き
合
え
て
い
る
の
に
、
職
員
が
減
ら

さ
れ
て
し
ま
う
と
、
利
用
者
に
対
し

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
・
安
全
性
の
確
保

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
船
橋
市
議
団
は
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り

の
た
め
、
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
内
容
を
精
査
し
、
質
し
て
い
き
ま

す
。

市
内
の
農
業
被
害
は
１
億
６
千
万
円　

支
援
準
備
中

の
再
建
や
修
繕
、
撤
去
な
ど
を
柱
に
助
成

す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
船
橋
市
も
今

後
、
支
援
制
度
を
具
体
化
し
て
い
く
と
言

い
ま
す
。

　

市
は
昨
年
の
台
風
24
号
被
害
の
際
に

は
、
農
産
物
の
生
産
・
加
工
に
必
要
な
施

設
や
機
械
の
再
建
・
修
繕
な
ど
に
助
成
す

る
「
被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

事
業
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
も
、
被
災

者
の
実
態
に
見
合
っ
た
助
成
制
度
の
創
設

が
急
が
れ
ま
す
。

台
風
15
号
に
伴
う
瓦
屋
根
補
修
支
援

船
橋
市
も
準
備
中
共
産
党
「
瓦
以
外
も
助
成
を
」

利
用
者
も 

職
員
も

L
G
B
T
Q
等
の

　 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
る

市
直
営 

福
祉
作
業
所 

「
太
陽
」
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